
令和３年５月 20 日 

東海旅客鉄道株式会社 

 

 

東海道新幹線における運転士の運転室一時離れについて 

 

 

東海道新幹線の運転士が、５月１６日、走行中に運転室を一時離れたことが判明し

ましたのでお知らせいたします。 

 

 

１.発生日時  令和３年５月１６日（日） ８時１４分頃 

 

 

２.発生場所  熱海駅～三島駅間 

 

 

３.列 車  ひかり６３３号（東京駅発 新大阪駅行き）Ｎ７００Ｓ 

       【東京駅７：３３発、新大阪駅１０：２７着】 

         

 

４.概 況  当該列車担当運転士は、小田原駅到着前に、腹痛を感じたため、 

車掌を運転室に呼んだ。熱海駅を通過後、車掌が運転室に到着し、

運転士は客室のトイレに行くため、約３分間運転室を離れた。 

 

※当該運転士から三島駅の通過が約１分遅れたと指令所に報告があり、 

状況を詳細に聞き取りしたところ、上記内容が判明しました。 

※乗車人員は約１６０名でした。 

※運転士が運転室を離れた際の走行速度は１５０ｋｍ/ｈ程度でした。 

 

５.対策 等  全ての乗務員に対して、正規の取り扱いを周知・再徹底致します。 

 

 

以上 


